
 

 

 

   

 
 

中学生になって初めての運動会。実行委員を中心に、二日間の本番だけでなく、練習期間から本当によく

頑張りました。実行委員の解散式では、一人ひとりが思いを言葉にしてくれましたが、その中でも多くの人が

口にしていた「過程も大事だと気づいた」という言葉がとても印象的でした。 

練習や予行では、失敗もあり、喧嘩もあり、叱られることもありました。しかし、それらをしっかり反省し、実行

委員は毎日クラスに思いを伝え続け、それに応えようとするみんなの姿がありました。日ごとに変化していく 7

年生を間近で見ていて、本当に感動しました。 

二日目の学年種目“私たちのボレロ”では、入場の行進にもこだわりをもって取り組んでいましたね。競技

である以上勝敗はつきますが、どちらのクラスも入場を完璧に決めてくれたことが、先生たちにとっては大成

功でした。個人的には、みんなが学年種目のことを自然と“ボレロ”と呼んでくれていたことも、7年生らしさ

があって嬉しかったです。来年からは団の中心となる立場です。今回の運動会で感じた悔しさ、達成感、感謝

の気持ち…そのすべてを来年につなげ、さらにレベルを上げた「自分も人の心も動かす運動会」をつくってい

きましょう。 

 

大きな行事を終えましたが、日々の授業や取り組みは続いていきます。先々週は各種委員会があり、学年

の課題や学校をより良くするための話し合いが行われました。 

その中で、学級代表の委員会では、先月「①あいさつ ②切り替え ③感謝する ことができる人を目指す」と

いう 5月の目標を立てていました。しかし、運動会で忙しかったこともあり、「十分に意識して行動できなかっ

た」と学級代表たちは振り返っていました。そこで、この目標は 6月も継続することになりました。今回は学級

代表からクラスに向けて改めて目標を伝え、みんなで意識して取り組んでいこうという話がありましたね。 

運動会での経験を普段の学校生活にも活かしていこうと、体育委員や実行委員が話してくれていたことは、

まさにこの目標の達成にもつながります。リーダーたちが声をかけてくれていますが、実際に行動するのは 7

年生のみんなです。一学期も残り一か月。良い形で締めくくりましょう。 
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「素直な心・自立・尊重・考動」 

調和と尊重を大切に 

 

教室の後ろに 

掲示してあるよ！ 

次こそは、 

ゴールしよう！ 


